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讐
養
ぞ
藍
墓

近
、
道
路
の
そ
ば
に
無
造
作

に
捨
て
ら
れ
た
廃
自
動
車

が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
鉄
く
ず
と
ｒ
つ
「商
品
」
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
頃

は
「厄
介
者
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ

＞つ
で
十
ノ。

車
を
購
入
す
る
値
段
に
比
べ
れ

ば
、
廃
自
動
車
の
処
理
料
金
は
少

額
な
も
の
で
す
が
、安
易
に
廃
自
動

車
を
山
の
中
に
「ポ
イ
捨
て
」
す
る

心
な
い
所
有
者
に
と
っ
て
は
、
高
く

感
じ
る
値
段
の
よ
う
で
す
。

車
を
捨
て
た
人
は
、自
分
の
側
か

ら
厄
介
な
”ゴ
ミ
“が
無
く
な
っ
て
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
捨
て
ら
れ

た
地
域
周
辺
の
住
民
や
自
然
の
景

観
の
こ
と
等
に
は
全
く
頭
の
中
に

は
な
い
よ
う
で
す
。

道
路
側
に
置
か
れ
た
見
る
も
無

残
な
廃
自
動
車
は
、
せ
っ
か
く
の
青

い
空
、主目
い
海
の
綺
麗
な
観
光
地
も

魅
力
半
減
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

捨
て
ら
れ
た
車
は
、そ
の
ま
ま
土

に
帰
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
腐
食
し
、
有
害

な
バ
ッ
テ
リ
ー
液
や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

が
潟
れ
だ
し
て
土
壌
を
汚
染
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
放
置
さ
れ
た
大
量

の
廃
自
動
車
に
火
が
付
き
、
長
時

間
燃
え
た
結
果
、
周
辺
に

住
む
人
々
が
多
大
な
被
害

を
被
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

車
を
処
分
す
る
場
合
、

大
体
２
万
円
～
３
万
円
ほ

ど
の
処
理
料
金
が
車
の
所

有
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

道
路
の
側
に
放
っ
て
お
か
れ

て
い
た
り
、
山
の
中
に
捨
て

ら
れ
た
り
す
る
車
は
、
そ
の

所
有
者
が
２
万
円
～
３
万

円
の
処
理
料
金
を
出
し
惜

し
み
し
た
結
果
と
ｒ
え
ま
す
。

ヽ

本
村
は
、
心
身
と
も
に
健
全
な

青
少
年
の
育
成
に
向
け
て
圏
豆
か

な
心
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
村
民

の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
具
体
的
な
取
り
組
み
を
し
、年
々

そ
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

＜
五
月
十
日
に
村
ヨ

ュヽ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
平
成
十
四
年
度
学
力
向

上
対
策
委
員
会
総
会
が
行
わ
れ
、

玉
城
奎
主
任
指
導
主
事
に
よ
り
、

じ
す
力
向
上
対
策
推
進
機
関
に
お
い

て
の
成
果
を
確
認
し
、
本
年
度
の
基

本
方
針
を
示
し
た
。

＜
学
力
向
上
対
策
推
進
期
間
内
に

お
い
て
は
「知
、徳
、
体
の
調
和
の
と

れ
た
人
間
の
育
成
を
め
ざ
し
幼
児

児
童
生
徒
一人
一人
の
学
力
を
伸
ば

す
」
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
結
果
村

内
児
童
生
徒
の
標
準
学
力
検
査
や

達
成
度
テ
ス
ト
の
推
移
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
一定
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
国
際
化
・情

報
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
二
一

世
紀
に
お
い
て
「自
分
で
課
題
を
見

つ
け
、自
ら
学
び
、主
体
的
に
判
断
し
、

よ
り
よ
く
、
問
題
を
解
決
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
い
他
人
と
協
調
し
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
、
感
動
す
る

心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
、さ
ら
に
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や

体
力
」
す
な
わ
ち

『
生
き
る
力
』
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
あ
る
と
し
た
。

“Ч
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

そ
の
後
、
学
校
教
育
部
会
と
、
家

庭
地
域
部
会
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
実
践

発
表
で
は
昨
年
沖
縄
県
小
学
校
重

話
お
話
大
会
で
、
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
兼
次
小
学
校
、大
城
卓
也
く
ん
の

重
話

コ
ン
ー
サ
ー
太
郎
」
の
熱
演
と

第
二
十
人
回
全
沖
縄
青
少
年
読
書

感
想
文
・感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
北
山
高
等
学

校
、奥
原
伶
奈
さ
ん
の
読
書
感
想
文

ヨ
花
に
逢
は
ん
』
を
よ
ん
で
」
の
披

露
が
あ
っ
た
。

は
―

―

‐

安
易
に
「自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」

と
思
わ
ず
、
放
置
さ
れ
た
廃
自
動

車
が
、
周
辺
の
娯
蛎
や
人
に
及
ぼ

す
影
響
の
ア」
と
も
考
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

車
の
所
有
者
は
、
自
分
の
持
ち

物
で
あ
る
車
に
つ
い
て
、
乗
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
後
ま
で
面
倒
を
見

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

T生きる力を
散 るI

平成14年度

学力向上対策委員会総会
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入
ゑ
小
が
四
逮
覇

今
帰
仁
中
も
大
徒
関

夏
を
楽
し
く

奏
全
に

第
十
七
回
海
洋
博
公
園
マ
ー
チ
ン
グ
と
雰
能
フ
ェ
丞
ア
ィ
バ
ル

，

紐

粥

噌
鵡

潮
邸

園
内

の
噴
水
広
場
で
第
十
七
回

海
洋
博
公
園
マ
ー
チ
ン
グ
・芸
能
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
自
由

演
技
部
門
に
出
場
し
た
天
底
小

学
校
が
最
も
す
ば
ら
し
い
演
奏
、

演
技
に
贈
ら
れ
る
最
優
秀
賞
を

四
年
連
続
で
獲
得
し
た
。

同
時
に
行
わ
れ
た
中
編
成
部
門
（十

六
名
以
内
）
で
も
昨
年
に
続
き
一位

に
輝
い
た
。

そ
し
て
、
△ウ
帰
仁
中
学
校
も
自

由
演
技
部
門
と
、Ｄ
Ｍ
部
門
（個
人
）

に
出
場
し
、
優
秀
賞
、
銀
賞
に
輝
い

た
。

一．
ン
を
前
に
、
四
月
十

一一
六
日
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
ベ
ル
パ
ラ
イ
ソ
で
第

一
十
一管
区
海
上
保
安

一
本
部
や
沖
縄
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
、
本

一
今
消
防
本
部
、
同
ホ

テ
ル
従
業
員
、
建
設

一
業
関
係
者
な
ど
多

一一
数
の
参
加
で
沿
岸
レ

ー

ス
キ
ュ
ー
訓
練
が
行

わ
れ
た
。

本
今
消
防
本
部

一
の
指
導
に
よ
る
Ｃ
Ｐ

海
難
救
助
訓
練
を
開
催

場
の
海
洋
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ

基
靴
〃ぽ

Ｒ
蘇
生
術
の
訓
練
で
は
、
人
形
を
使

っ
て
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
を
真
剣
に
学
ん
だ
。

ま
た
、沖
縄
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協

会
に
よ
る
実
技
訓
練
で
は
、ボ
ー
ド

や
水
上
バ
イ
ク
を
使
用
し
て
溺
者
の

救
助
、運
搬
の
方
法
な
ど
も
体
験
し

た
。
ホ
テ
ル
従
業
員
は
「
溺
れ
た
人

を
ボ
ー
ド
に
載
せ
る
方
法
な
ど
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
た
。

あ
ま
く

て
、
お

い
し

い

今
帰
仁
保
有
所

辞
糧

爬
哄
離
脚
れ
狩
勃
一
糾
浦

謝
名
の
畑
で
と
，
も
ろ
ア」
し
狩
り
を

楽
し
ん
だ
。

子
供
た
ち
は
、
最
初
と
ま
ど
い
な

が
ら
も
、
な
れ
な
い
手
付
き
で
と
う

も
ろ
フ」
し
を
一生
懸
命
採
り
、そ
し
て

食
べ
て
み
る
と

「あ
ま
く
て
、
お
い
し

い
ネ
」
と
、笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
話
し

て
い
た
。

な
お
、
ア」
の
と
う
も
る
ア」し
は
謝
名
の

新
城
栄
順
さ
ん
の
無
農
薬
栽
培
に

よ
る
も
の
で
フ
」ん
な
に
か
わ
い
い
子

供
た
ち
が
た
の
し
そ
う
に
お
い
し
く

食
べ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
今
ま
で

一生
け
ん
め
い
苗
か
ら
育
て
て
き
た
か

い
が
あ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
行
事
は
、
子
供
た
ち
に
農
作

物
や
土
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
計

画
し
た
も
の
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

ヽ

不

葛
=爾 ζ

▲水上バイクを使用しての訓練

▲今回も頑張りました金管楽器部の皆さん

ミミ翼 車
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の
磁
晋
，
黎

四
月
十
八
日
、
人
フ
帰
仁
郵
便
局

構
内
で
、
人
フ
帰
仁
産
大
玉
す
い
か
ゆ

う
パ
ッ
ク
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。

出
発
式
に
は
、
仲
里
吉
徳
村
長
、

運
天
政
徹
村
議
会
議
長
、
生
産
者
、

そ
の
他
多
数
の
来
賓
が
出
席
、
親
川

恵
一局
長
は
、
「今
帰
仁
す
い
か
は
県

内
は
も
と
よ
り
全
国
で
も
大
変
好

評
で
す
。
フ」
れ
か
ら
も
村
当
局
や
生

産
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
元
特

産
品
の
消
費
拡
大
に
努
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

生
産
者
は
ズ
フ
年
は
天
候
ｔ
恵

ま
れ
、
大
玉
で
糖
度
が
高
く
自
信

を
持
っ
て
送
り
出
せ
る
」
と
話
し
て

い
た
。

平
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
た

ズ
フ
帰
仁
の
駅
そ
―
れ
」
の
四

周
年
感
謝
祭
が
四
月
二
人
生
一九
日

の
両
日
大
勢
の
買
い
物
客
と
見
物

客
が
お
と
ず
れ
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

今
年
は
、
地
域
活
性
化
事
業

（国

庫
補
助
）
で
開
発
さ
れ
た
「マ
ン
ゴ
ー

入
り
万
能
た
れ
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ

ジ
ャ
ム
、タ
ン
カ
ン
入
リ
ス
コ
ー
ン
」
を

販
売
、
そ
し
て
空
ク
ジ
な
し
の
お
楽

し
み
抽
選
会
、
「そ
―
れ
」
名
物

「あ

ち
こ
―
こ
―
の
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」

の
実
演
販
売
、
す
い
か
や
、
新
鮮
な

野
菜
類
、花
の
苗
な
ど
村
の
特
産
品

が
所
せ
ま
し
と
な
ら
べ
ら
れ
当
日
限

り
の
特
売
品
を
買
い
求
め
る
お
客

さ
ん
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
、特
設
必
ア
ー
ジ
で
は
い
ま
じ

ん
太
鼓
、
商
工
会
婦
人
部
、
八
マ
帰
仁

民
踊
愛
好
会
、
人
マ
帰
仁
う
り
ず
ん

成
十
年
度
に
、
特
産
品
の

加
工
直
売
、
地
域
の
交
流
、

の
△
ム
、
金
城
進
子
舞
踊
研
究
会

（う

る
ま
子
供
舞
踊
団
）
の
皆
様
の
勇
壮

か
つ
優
雅
な
演
舞
が
行
わ
れ
、
盛
大

に
応
り
上
が
り
感
謝
祭
に
花
を
添

え
た
。

今
帰
仁
の
駅

「
そ
―
れ
」
の
運
営
に

当
た
る
村
農
山
漁
村
生
活
研
究
会
、

玉
城
オ
リ
エ
代
表
は
「地
域
に
根
ざ

し
た

『
そ
―
れ
』
を
目
指
し
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

1

:

∞姻國
出4式

五
月
十
一日
の
夕
方
、
中
央
公
民

館
で
尺
ウ
帰
仁
城
に
揃
ぬ
会
」
に
よ

る
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
乙
羽
市
が
開
か
れ

た
。
毎
月
朝
市
を
開
い
て
い
る
が
今

回
は
二
回
目
の
ナ
イ
ト
市
。

会
場
に
は
、
無
農
薬
野
菜
や
手
作

り
木
工
細
工
、花
木
の
苗
な
ど
が
と

こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
安
い
品
物

を
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
た
。

ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
Ｐ
ン
を
栽
培
し
、

収
穫
量
を
競
う
コ
ど
ア
ス
ト
や
、
多

く
の
団
体
が
出
店
し
て
い
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、ミ
〓ヽ
フ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
が
あ
り
、い
つ
も
以
上
に
多
く
の
人

が
夜
の
バ
ザ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

▲買い物客でにぎわう店内

▲大盛況のバザー

嘉を上:‐を生すi琴4il:」を,籍↓.|≒ 上ゞI与

攀ΥII・ぞ

▲大きくておいしそうなすいか

第
２
回
ナ
イ
ト
乙
羽
市

‐
9轄怯,ヽウス

ぢ幹お`

み
ん
な
で
初
夏
の
夜
を
楽
し
む
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今
帰
仁
の
グ
ス
ク
を
サ
く
０

崎

削
縄

舞

巌

年

れ
る
。
両
字
の
境
界
を
ジ
ニ
ン
サ
ガ
ー

ラ
が
流
れ
、大
井
川
と
合
流
し
た
良

港
は
矩
港
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
湾

を
つ
く
る
。
岸
壁
に
は
村
指
定
文
化

財
の
イ
チ
グ
ス
ク
墓
を
は
じ
め
古
い

墓
が
多
く
所
在
す
る
。
崎
山
発
祥
の

地
と
さ
れ
る
メ
ン
ス
（下
問
）
は
一ビ
一ン

サ
ガ
ー
ラ
の
西
側
に
あ
り
、
現
在
土

地
改
良
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
歴
史
を

伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
遺
跡
の
大

半
は
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
ず
か
に
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
ンヽ
コ
川
父
ガ
ー
）
御
嶽
で
、
こ

れ
が
文
献
等
に
登
場
す
る
ナ
カ
グ
ス

ク
（ま
た
は
仲
尾
次
城
）
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
森
を
分
け
入

っ
て
御
嶽
に
入
る
と
石
積
み
な
ど
が

確
認
で
き
る
が
性
格
は
解
っ
て
い
な
い
。

東
側
台
地
に
は
平
敷
ウ
ガ
ン
（拝
所
）

が
あ
リ
デ
」
こ
で
は
グ
ス
ク
時
代
の
多

く
の
遺
物
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
が
か
つ
て

二
山
時
代
に
利
用

さ
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
他
に
も

港
原
遺
跡
が
河
口
に
所
在
す
る
な
ど
、

当
該
地
域
周
辺
の
狭
い
範
囲
に
多

く
遺
跡
が
分
布
す
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、良
港
を
有
し
た
事
、あ
わ
せ

て
前
田
原
な
ど
の
地
名
か
ら
伺
い
知

る
よ
う
に
河
口
に
は
か
つ
て
水
田
が

広
が
っ
て
い
た
事
か
ら
生
活
の
便
が

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

′０
。崎
山
は
南
北
に
長
い
字
だ
が
、
そ

の
南
に
控
え
る
山
は
地
一死
で
は
ユ
ブ

シ
ク
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
、
与
保
城
原
の

小
字
名
を
持
つ
。
興
味
深
い
の
は
こ

こ
に
現
在
グ
ス
ク
の
所
在
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
フ」と
で
あ
る
。
他
に
も
村

内
に
は
湧
川
の
鎌
城
原
、古
宇
利
の

城
原
の
小
字
名
が
知
ら
れ
て
い
る
が

い
ず
れ
も
グ
ス
ク
が
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
グ
ス
ク
が
確
認
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
興
味
は
尽
き
な
い
。

（文
化
財
係
　
宮
城
　
弘
樹
）

スク墓

5広 報な き じん 鬱oo2年)コ蠅 4年6月 1日
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為
I

ユ
Ｅ
Ｅ
の

今
帰
燥
フ
ュ
．フ で
サ
■
ナ
ラ
勝
敬

のメンバー▼
ラ
勝
ち
し
た
。　
　
　
　
一

いれ
　
同
チ
ー
ムは
夏
体
み
　
一

確
期
間
中
に
行
わ
れ
る
一

△フ
第
七
回
高
野
山
旗
西
・・

棚
却紳祥猟撒陥拗
‐こ球
一一

目

韓
脚鞠一抑徽表として
≡

籍
帰
億
と
季
か
、

い
こ
い
の
村
お

き
な
わ
杯
第
七
回
北

部
地
区
少
年
野
球
選

手
権
大
会
の
決
勝
戦

で
名
護
す
い
ら
ん
マ
ー

リ
ン
ズ
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
し
、
五
年
ぶ
り
三
度

一
一

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
　
・

同
点
で
迎
え
た
七
回
裏
、

今
帰
仁

ン゙
二
一ア
が
連

続
安
打
で
一死
満
塁
と

十
九
回
国
頭
地

区
中
学
校
強
化

決
勝
戦
は
、
一対
一の

一　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

し
、ス
ク
イ
ズ
で
サ
ヨ
ナ

モ
学
校

（男
子
）
と
兼
次
中

四
月
二
七
上
一人
日
の
両
日
、

本
部
中
学
校
と
瀬
底
中

学
校
で
行
わ
れ
、
湧
川
中

学
校
（女
子
）
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
に
輝
き
今
帰
仁
勢
の

健
闘
が
光
る
大
会
だ
っ
た
。

こ
の
大
会
は
６
月
に
行

わ
れ
る
中
体
連
の
前
哨
戦

と
い
わ
れ
、ま
た
シ
ー
ド
を

決
め
る
最
後
の
大
会
で
も

あ
る
。

II■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ lζ ■ t二 ::‐ tl■ ■ ■ ●
=■
■ て|| |■ ■f ぜ|

出と が饉

▼兼次中学校 走・攻・守バランスのとれたチームで
どんな相手とも戦える

▲湧川中学校 前半リードされていても、後半でひっくり返せる
ほど粘りのあるチーム



▲優勝した今帰仁マリーズのメンバー

今
帰
仁
マ
リ
可
ズ
が
優
勝

第
二
十
五
〓回
村
野
球
大
会

各
職
場
や
同
好
会
な
ど
十
六
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
、
四
月
十
四
日
か

ら
四
月
二
三
日
ま
で
の
間
、
第
二
十

五
回
村
野
球
大
会
が
村
運
動
公
園

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
。

決
勝
は
、
初
出
場
で
フ
Ｆ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
の
山
城
ク
ラ
ブ
と
今
帰
仁
マ

リ
ー
ズ
が
対
戦
、
決
勝
に
ふ
さ
わ
し

く
両
チ
ー
ム
と
も
讐
フ
ー
が
少
な
い

好
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た
が
、序
盤
か
ら
着

実
に
加
点
し
た
今
帰
仁
マ
リ
ー
ズ
が

山
城
ク
ラ
ブ
の
反
撃
を
振
り
切
り

五
対
一で
優
勝
を
飾
っ
た
。

殊

勲

賞

敢

闘

賞

打
撃
賞

一
位

打
撃
賞
二
位

】長
が
含
耐川
姓
押
一
（今
帰
仁
マ
リ
ー
ズ
）

山
城
　
一元
　
（山
城
ゼ
フ
ブ
）

工
《
城
奮
沓
規

　
（今
帰
仁
マ
リ
ー
ズ
）

三
柴
合
Ⅲ
似
伯

一
（今
帰
仁
マ
リ
ー
ズ
）

と

仲宗根区民運動会

晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
運
動
会
日
和
に

な
っ
た
四
月
二
人
日
、
仲
宗
根
区
の
平
成
十

四
年
度
区
民
運
動
会
が
今
帰
仁
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
与
那
嶺
雄
源
区
長
は

戻
フ
日

は
一
人
の
け
が
も
な
く
、
区
民
の
融
和
と
親

睦
を
図
り
楽

し
い
休
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
運
動
会
は
準
備

体
操
か
ら
始
ま
り
か
け
ョ
」
、
玉

入
れ
、
綱

引
き
、
み
ん
な
で
踊
ろ
う
、
パ
ン
食
い
競
争

な
ど
づ
フ
壬
ア
ィ
ー
に
と
ん
だ
種
目
に
大
勢

の
区
民
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
に
学
事
奨
励
会
が
行
わ

れ
、
関
係
者
が
児
童
生
徒
を
激
励
、
ノ
ー
ト

や
筆
記
用
具
な
ど
の
学
用
品
が
配
ら
れ
た
。

▲まだまだ若いおじいさんおばあさんたち

7広 報な き じん 鬱oo2年)平成14年6月 1日

―ゴルファー2百名が交流を深める一

第十九回本.す親善
升セリティー:学レア大会

今

御
憶
勝
説

転

院

ゴ
ル
フ
大
会
が
四
月
二
二
日
嵐
山

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
村
民
を
は
じ
め
中
南

部
か
ら
も
多
く
の
郷
友
会
の
み
な

さ
ん
が
駆
け
つ
け
、気
の
あ
っ
た
仲

間
同
志
、和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
だ
。

村
コ
ヽヽ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
表
彰
式
で
は
多
く
の
参

加
者
が
ゴ
ル
フ
談
議
に
花
を
咲
か

せ
、お
互
い
の
親
睦
を
深
め
た
。

今
大
会
も
多
く
の
方
々
か
ら

寄
付
金
や
商
品
の
寄
贈
が
あ
り
、

多
額
の
収
益
金
が
村
育
英
会
に

寄
付
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
一

グロス  ハンディー  ネット
96

132
18

704

708
71

80

84

89

★個人の部 優勝 新里 勇
2位 高良盛信
3位 与儀正俊

76

83

★ベストグロス 玉城幸勝
高良初枝

☆団体優勝  仲宗根チーム
▲ナイスショット 大会役員による始球式の様子
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~~~~保
健婦

i

lだより|

～年に1度は、あなたの体の総チェックを!!～
◆年も各字公民館にて住民健診が始まります。住民健診は、
あなたの体の健康度をチェックする大切なものです。

下記の項目に一つでもあてlよまる方lよぜひ◆年十よ、住民健診を受けましょう。

①健康に自信がある。

②健康に自信がない。

③住民健診を受けたことがない。

④健康な毎日を送りたいと思つている。

☆上手な住民健診の受け方ワンポイントア ドバイス ミ苺さ拳s

住民健診前日|よ、夕食を早めに、軽くすませましょう。

血液検査の結果に影響が出ます。 (お酒は飲まないように。)

住民健診当日|よ、午前中の方 |よ朝食を控え、年後の方|よ昼食を控えましょう。

血液検査・尿検査に影響が出ます。

，
Ｌ

ｐ
併

一

日 程 午 前 午 後

7月 H日 (木 ) 崎  山 平 敷
7月 12日 (金 ) 仲宗根 仲宗根

7月 15日 (月 ) 今 泊 今 泊

7月 16日 (火 ) 与那嶺 仲尾次

7月 17日 (フlく ) 諸 志 兼 次
8月 4日 (日 ) 保健センター

麻
し
ん
ほ
し
か
）の

予
防
接
種
は

早
め
に

垂
け
さ
せ
よ
う

‰

住民健診各字公民館日経泰

※住民健診の時間、各検査料金等、詳ししヽ内容につしヽて|よ「住民健診のお矢日らせ」を御覧下さしヽ。

園日寺  7月 16日 (メく)
8月 6日 (火 )
11月 12日 (火 )

受 付 時 間

午 後 12日寺30分～ 13日寺
場 所  保 健 セ ンタ ー
電 話  56-1234

し
ん
（は
し
か
）
は
、
感
染
し

て
い
る
人
の
、咳
や
く
し
ゃ
み

等
で
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
散
り
、

空
気
感
染

（飛
沫
感
染
）
し
ま
す
。

伝
染
力
が
極
め
て
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
、

発
熱
、鼻
汁
、
目
や
に
、発
疹
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
重
症
の
場
合
は
咳
き

込
み
、嘔
吐
、激
し
い
下
痢
な
ど
で
入

院
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

一回
の
予
防
接
種
を
受
け
る
だ
け

で
、九
五
％
以
上
に
免
疫
が
つ
き
ま
す
。

一歳
に
な
っ
た
ら
一日
も
早
く
受
け
ま

し
ょ
つ
。
予
診
票
の
説
明
を
よ
く
読

み
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日 程 午 前 午 後

7月 2日 (火 ) 古宇利

7月 3日 (水 ) 渡喜仁

7月 4日 (木 ) 逗  天 上運天

7月 5日 (金 ) 天 底 勢理客

7月 8日 (月 ) 湧 川 湧 川
7月 9日 (火 ) 玉  城 呉我山

7月 10日
(イ水 ) 越  地 謝  名

麻しん予防接種日程
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▲村青年会長 上ヒ嘉均さん

こ
れ
ま
で

二
年
間
、
村
青
年
会
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

新
城
孝
博
さ
ん
（天
底
）
に
代
わ
っ
て
、

比
嘉
均
さ
ん
（湧
川
）
が
村
青
年
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
一副
任
の
新
城

さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

比
嘉
さ
ん
は
、
「
村
内
ビ
ー
チ
の

清
掃
や
村
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
、ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
村
内

の
各
家
庭
や
保
育
所
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
届
け
る
宅
配
サ
ン
タ
な
ど
、
い
ろ

ん
な
活
動
を
予
定
し
て
い
る
の
で
各

地
域
の
青
年
会
員
が
楽
し
く
参
加

で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
し
た
い
―
止

と
抱
負
を
述
べ
た
。

楽しく参加できる

青年会にしたい !

村青年会長代わる

基盤途象熟滋意趣―五墓亀轟

等

攀

幸

等

幸

吟

時

所

醐

催

日
場

賜

主

平成14年度7月 3日 (水 )午後lH寺30分～

コミセンホール

(ど なたでも自由参加です )

沖縄県農林水産部

献血 日:平成 14年 6月 24日 (月 曜 日)

時 間 :10時 00分～ 16時 00分
場 所 :今帰仁村役場構内

上記日程で、献血の受付を行います。

多くの皆様のご協力お待ちしています

血液が不足しています。献血にと協力下さい。

※睡眠・食事をとりましょう

『長寿▼菅ワーにあやれ4りたい1
2号発刊 ～今帰仁診鎮所～
今帰仁村立診療所では長寿の方からあ話をうかが

ってあ`ります。長寿の村今帰仁 |こは、元気な才ジー・ラ↑

バーが沢山います。訪間で診察した患者さんで、1つ

の字に同じ姓の90歳以上の女性が4人いて、長寿には

遺伝的要因だ |サではな<環境要因も絡んでいるかも

しれないと思ったのが始まりです。長寿の秘訣は取れ

たての匂の野菜も海の幸も豊富に、食卓にあつたよう

です。医0同源の考えを知らず知らずのうちに実践し

ていたのでしよう。そして、ああ``らかで前向きで積極

的であったこと。今回も楽し

そうに話して下さいました。

これらの貴重なあ話を多

くの方々にあ
｀
届 |サ したいと

診療所に来られる方だ |す で

なく、テ見在は村役場入□にも

詈咀かせていただいています。

(無料です)

●

6月 1日、商業統計調査が

全国一斉に行われます。
この調査は、商業の実態を明らかにし、国や都道

府県・市区町村における商業の育成、中心市街地

の活性化など流通産業施策のための基礎資料と

なるものです。

全国の卸売業、小売業を営むすべての事業所

が調査の対象となります。5月下旬から調査員が各

事業所に伺います。皆様のご協力をお願いいたし

ます。

今帰仁村役場企画振興課企画係

TEL 56‐ 2101(代表 )

男性嘗ソール・バリトン・バス)大歓迎です

黍挙
野ぼたん―の会
代表
TEL
山本 芳枝
56-2867

環境保全型害虫シンポジュウム
(農薬使わず病害虫を防除する)

歌の好きな方只今募集中 !



お子さんの健やかな成長を支える

―

 |:喜IIIIIliill::::li::iil:!::||!!!!IIi:||||||||と :

家庭における生活の安全に寄与するとと

もに、次代の社会を担う児童の健全な育成

および資質の向上に資することを目的とし

て支給される手当です。

6歳未満 (6歳到達後最初の年度末まで)の児童を養育
している方で、前年 (1月 から5月 までの月分については

前々年)の収入が一定の額未満の場合に受けられます。

児童手当現況届は、毎年 1回すべての受給者自身が出す

届です。この届けは受給者の状況などを毎年1回確認するた

めの届けです。もしこの届けをださないと引き続いて受給資

格があっても、 6月

日 瞬寺 午前 9時～午後 S時まで
(午後12時～ 1時 を除く)

65研日
ξ
g▲
語蛮亀
苧卓幾;毯菟

6
玉城・呉我山・
日川
体 勢理客・渡喜仁
上運天 。古宇利

湧川。天底
・運天

以 の を

ることができな

な ので、必

※日時等の調整できますので、福祉課
児童手当担当までお問い合わせ下さい。

※ご不明な点等、詳しいことは村役場福祉課・児童手当担

当までお問い合わせ下さい。 TEL 56… 4189

ず提出して下さい。

なお、届は下記の

日程で村役場福祉課

で受け付けますので、

加入年金証明書 (厚

生年金加入者のみ)。

印鑑をご持参下さい。

伺は現況届の円です

当を要給てき

― 放送大学学生募集 ―

いつでも、誰でも、無試験で

入学できる 自宅が大学 !
削 願 報商日

学部学生 (教養学部 )

平成14年 6月 15日 (土)～ 8月 15日 (木)10月 入学

大学院 (修士科目生 )

平成14年 6月 15日 (土)～ 8月 15日 (木)10月 入学

大学院 (修士全科生)

平成14年 9月 1日 (日 )～ 9月 14日 (土)15年 4月 入学

〒9030129沖 縄県西原町千原 1番地 (琉球大学構内)
放送大学沖縄学習センター (電話098895-5952)

放送大学ホームページ http://www.u ttr.ac.jp/hp

問合せ、資料請求先

期間 :平成 14年 6月 1日 (土 )～ 7日 (金 )

昨年の10月以降少雨傾向が続き、水事情が厳しくなっています。

給水制限を回避するため、節水にご協力をお願いします。

蜘
第44回「水道週間」

― 消防設備士試験 ―
試験日時:平成14年 8月 25日 (日 )午前10時開始

試験種類:甲種 (第 1類～第5類 )、乙種 (第 1類～第7類 )

試験会場:沖縄国際大学

願書受付期間:平成14年 7月 15日 (月 )～ 7月 19日 (金 )

願書配置先:消防試験研究センター、各消防本部

受付方法:試験センターヘ郵送又は直接窓口へ持参

受付場所及びお問い合わせ:(財)消防試験研究センター沖縄県支部

那覇市旭町14番地 自治会館5階 TEL098-867-5332

4きじ   ま
:8月 10日 (土 )・ 11日 (日 )
:今帰仁の駅そ―れ横広場
村営闘牛場
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・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
仲
間
数
人
で
離
島
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
行
っ
た
。
周
囲
が
六
十
キ
ロ
位
の
島
で
リ
ブ
ー
ト
ホ
＞

ル
が
少
な
く
連
休
中
で
も
静
か
な
所
だ
っ
た
。

・
離
島
や
本
上
の
田
舎
を
自
転
車
で
旅
を
す
る
と
落
ち
着
き
の
あ

る
楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
す
。

・
自
転
車
で
走
る
速
さ
が
、
風
景
や
雰
囲
気
と
合
う
か
ら
で
し
よ

う
が
そ
れ
と
も
束
縛
す
る
も
の
が
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
‥
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富
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香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
琉
球
放
送
株
式
会
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（社
長
・石
垣
義
夫
）
よ
り
、

草
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村
育
英
会

ヘ

○
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川
タ
マ
さ
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泊

一
四
四
）
よ
り
夫
、
秋
男
様
の

香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

団
困
四
田

第18回
― 壮年ソフトボール大会

と き :7月 21日  (日 )
ところ :村運動公園サブグラウンド
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6月 /水無月
O村老人クラブ連合会総会
Oゆいま―る事業 (今 1向 )

Ol辻房こ相談 (&30～ 1多00 保健センター)
○村営住宅あき家募集受ll開始

Onフ レッシュママ教室②
Oゆいま一るJi業 (t那嶺)

O第 20回村ソフトボール大貪

○リハビリ

○歯科相談 (13110～ 保陛センター)
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O忠霊の日
○漁脇朝市

O海神祭 (ハーリー)

〇健虜t相 談 (&30～ 12110 保健センター)

○征犬病予防集合接lr(モ レ大 )
OHフ レッシュママ教室⑤
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7月 /文月

Oリ ハビリ

Oゆいま―る可「業 (渡喜に)

○ リハビリ 〇住民検診

○字 PTA会 長子ども育成会長等研修会 〇区長会
○日脳 (幼児 もれ)(1230～  保健センター)

○ゆいま―る1「業 (‖りせ次)
○デイケア (1330～ 1600 保l′I争センター)

O漁協朝市

○健康相談 (&30～ 12 110 ttlァとセンター)

OⅡ フレッシュママ教室③
Oゆいま―る甘i業 (諸志 )

○リハビリ
○ゆいま―る事業 (呉手(山 )

| .:|!li

○住民検診

〇区長会 O住民検診

○古少年の主張大会
O第 3創 J国頭那野球大会 (～ 30日 まで)

○占宇利小中学校 古宇利幼稚図運 Tl)会

○健康再」談 (&30～ 1み 00 保健センター)

ODPT(1230～  保陛センター)
O住民検診

○ぴあママ教室 (1330～  保健センター)

O日 脳 (全 もれ)(1230～  保健センター)

Oミ ニバスケット大会
Oセ リ市

○健康相談 (&30～ 12110 保健センター)

○「朝読みク説みJ表杉式 OIフ レッシュママ教室①
Oゆいま―る事業 (運天)

○リハビリ
○ゆいま―る1'業 (古宇利)

O区長会
01才半 3才児礎診 (laoo～  保健センター)

OttP T Aバ レーボール大会

O住民検診
Ol′′こ康相談 (&30～ 12ЮO 保健センター)

⇔

餞

嵐山ゴルフ倶業部今帰仁村民デ
ー
ー|のご案内

為 現住所が村内に在す【〉方。

4∈<<仝昌平日(毎週木躍日、祝祭日除<)あ 一人様 9,000円 (税別)
日隧・祝褻日(毎月 lB限定) あ一人様 10,000円 (税別)

♀ 鵜民以外の方

平日(毎週本l醒日、率兄祭日を除<)あ一人様 9,500円 (税別)

日曜・祝祭日(~母周 1日―限定) お一人横 12,000円 (税Bり

井

利用慮二つ達ましては、下33の日程を笛参照下さい。

豊 訛 蹴 ょ 評

用者艇

rf:し笙 i._.__|
規定の申し込み用紙は、各字の′ムふ民館にありますのでご記入の上

ブレー当日嵐出ゴルフ侵薬部フロントにご提出下さい。

6月 6日 (木 )、 9日 (日 )13日 (木 )、 20日 (木 )、 27日 (本 )、

7月 4日 (木 )、 11日 (本 )、 18日 (本 )、 25日 (木 )、 28日 (日 )、

8月 1日 (木 )、 8日 (木 )、 15日 (本 )、 22日 (木 )、 29日 (木 )、 31日 (■ )、

♀

:6月 16日 (日 )午前9時～

:村民体育館

:今帰仁村教育委員会

― 第34回 ―
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主

と き :6月 23日 (日 )
ところ :運天漁港 (ク ンジャー)

お問い合わせ 56-2226(1寸漁協 )

主催/今帰仁漁業協同組合

家全と豊漁を
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■
で
い
ご
満
開

初
夏
に
真
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
『で

い
が
送

は
、
漆
器
の
木
地
に
な
り
県

花
と
し
て
も
有
名
で
す
が
、
木
に
は

ト
ゲ
が
あ
っ
た
り
、夏
に
な
る
と
葉
が

虫
に
食
わ
れ
た
り
、
あ
ま
り
親
し
み

が
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
沖
縄
の
空
の
青
さ
と
真
っ
赤
な

色
が
よ
く
似
合
い
、
少
し
身
近
に
な

っ
て
来
ま
し
た
。
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■
夏
の
夜
に
乱
舞

多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ホ

タ
ル
は
、日
本
で
四
十
五
種
類
い
て
、そ
の
半

分
弱
が
沖
縄
に
分
布
し
て
い
る
。

幼
虫
が
水
の
中
で
生
活
す
る
「水
生
ホ

タ
ル
」
は
、ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、ク

基
ン
マ
ボ
タ
ル
の
二
種
類
だ
け
で
、ほ
と
ん
ど

の
ホ
タ
ル
は
、幼
虫
が
陸
で
暮
ら
す
「陸
生

ホ
タ
ル
」
と
の
こ
と
。
雌
は
発
光
す
る
が
、雄

は
発
光
し
な
い
種
類
が
い
た
り
、雌
雄
ほ
と

ん
ど
発
光
し
な
い
種
類
も
い
る
な
ど
ホ
タ
ル

は
、
「不
思
議
」
な
生
物
の
よ
う
で
す
。

，米
‐

恭
‐

米

・
村
内
各
地
の
海
岸
や
砂
地
等
で

四
月
ご
ろ
か
ら
繁
殖
す
る
チ
ド

リ
の
仲
間

・
初
夏
、
繁
殖
期
に
な
る
と
オ
ス

は
茶
色
の
幅
子
を
か
ぶ
る
。

・
浜
辺
を
せ
わ
し
な
く
ジ
グ
ザ
グ

に
動
き
回
る
　
　
　
　
　
　
予

※
夜
、
ヒ
イ
ア
ン
ベ
ー
で
帰

っ
て

く
る
お
父
さ
ん
の
チ
ド
リ
足
は

こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。

沖
縄
県
鳥
獣
保
護
員
（仲
村
渠
）

シロチドリ(雄)

ノウリ


